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茨城県麻生付近における気温の小気候調査＊

井 坂 末 松＊＊

　要旨：従来，本邦における湖岸気候についての研究はその数は多くみられず，霞が浦についてのそれはほ

とんどみられないのが現状である．よって，小気候学的立場から，霞が浦沿岸にある麻生付近の気温を，湖

岸と麻生高校の地点におけ・る垂直分布観測および湖岸に分布する22地点の毎時による同時観測をとおして，

地表面付近における湖岸と麻生高校露場との気温の変北を比較し，一方においては気温の水平分布に対する

湖水の影響が，いかにあるかを究明した．

　1．　まえがき

　本来，水の熱容量は大ぎく，気温の緩和作用に大きな

影響を与えることはいまさらいうまでもない．したがっ

て面積171．5km2の霞が浦の周辺に位置する本地域，気

温という点をとりあげてみたときに，そこに多少なりと

も影響を受けていることは疑う余地のないところであ

る．ここに着眼点をおぎ，小気候学的な立揚から，本地

域における気温についての解明を試み，初期の目的を満

足させる2，3の興味ある結果を得たので，あえてここ

に発表してご批判をこう次第である．

　2．観測の経過およびその方法

　この研究は茨城県の南東部，霞が浦の東岸に位置する

行方郡麻生町の一部（旧麻生町の主要部）で行なわれ

た．旧麻生町は第1図に示されているごとく，霞が浦と

高度10～20mの丘陵地（行方台地）にはさまれ，北西

から南東の方向にのびる細長い小さな市街地を形成して

おり，人口約6000人，農漁業，商業および地方官公庁に

勤める世帯を主とする町である．

　観測は昭和33年7月に着手し，34，35，36，37年の5

か年の歳月を経て，その間の観測は18回を数えている．

まず33，34，35年の3か年は湖岸と県立麻生高等学校の

露場との2地点を選び，主として高度による気温の比較

を行ない，次の36，37年の2か年は前の2地点観測を継

続しつつ，なおかつ22地点の1．2mの高度による気温の

水平分布を主眼とした観測を行なった。

　実際観測するにあたっては，できるだけ同一一条件を備

えている観測点の選定，気象庁検定付の温度計の使用，

観測者の温度計の読み方の指導などを考慮した．地上約

2mの木製の観測台を作成し，温度計を各高度（20cm

間隔）ごとに水平に置ぎ，・温度計の球部が観測台による

輻射を十分さけられるように考慮L，第1図に示されて

いる22点を選び，毎時の24時間観測を行なった．
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第1図　観測の行なわれた麻生町の主要部および

　　　　観測地点（含1鍵翻蹴裏）
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　5．観測データの整理およびその考察

　（1）　日較差について　まず，全観測日の水温，湖岸

気温および露場気温の日較差については第1表，第2表

にまとめ，さらに最も観測回数も多く得た夏冬の晴天の

日について第3表を作成した．ただし夏の晴天の日は

33．8．1～2，　33．9．6～7，　34．7．31～8．1，　35．7．22～23，

35．8．6～7，36．7．23～24の6回の観測データにより，冬

の晴天の日は33．12．24～25，34．12．24～25，35．1．14～

15，35・12・26～27，36．12．29～30の5回の観測データに

よるものである．

　次にその結果をまとめる．

　1）水温の日較差は湖岸と露場の日較差に比して極端

に小さく，最大値で8～90C，最小値で3～40C小さい．

黛天気”11，7．
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　　　　第1表　各観測日における天気，日較差，風向，風力

〔気温は地上1．2mのデータによる．かっこ内は（最高気温～最低気温）〕

観測年月日

33．　7．26～27

8．1～2

9．6～7

9．28～29，

12．24～25

34．　7．22～23

7．31～　8．1

10．24～25

12．24～25

35．　1．14～15

7．22～23

8．6～7

12．26～27

36．　7．23～24

8．21～22

12．29～30

37．　7．21～22

8．21～22

天　　気

雨

晴

快　晴

快　晴

快　晴

　曇
一時雨

快　晴

晴のち曇

快　晴

薄曇のち晴

晴

快　晴

晴れたり
曇ったり

　晴
一時曇
　曇
一時晴

快　晴

　曇
一時晴

晴のち曇

水
（。C）

温

　　1．0
（25．4～2．4）

　　4．8
（32．5～27．7）

　　2．1
（28．O～25．9）

　　5．4
（25．O～1％）

　　2．6
（29．8～27．2）

　　4．8
（32．2～27．4）

　　1．4
（17．6～16．2）

1．7

（6．6～4．9）

2．0

（7．2～5・2）

2．5

（30．7～28．2）

2．7

（31．9～29・2）

1．9

（8．8～6．9）

2．O

（29．6～27．6）

1．6

（29．6～28．0）

　　1．9
（6．1～4．2）

　　3．1
（29．6～26．5）

　　2．8
（29．0～26．2）

湖
（。C）

岸

　　6．6
（25．5～18．9）

　　11．8
（35．8～24。O）

　　7．3
（32．0～24．7）

　　11．4
（25．5～14．1）

　　13．6
（12．5～一1。1）

　　7．7
（32．5～24．8）

　　11．4
（35．6～24．2）

　　5．4
（18．6～13．2）

　　12．2
（　9．8～一2．4）

　　12．6
（12．4～一〇．2）

　　7．5
（32．0～24．5）

11．0
（33．8～24．8）

10．3
（10．6～0．3）

7．5

（30．9～23．4）

3．8

（27．7～23．9）

12．5
（9．5～一3．O）

　　8．6
（33．4～24．8）

　　9．3
（23．7～24．4）

露
（OC）
場

　　6．9
（25．6～18．7）

　　11．8
（35．4～23．6）

　　9．9
（34．1～24．2）

　　14．3
（27．4～13．1）

　　14．6
（12．6～一2．0）

　　7．6
（31．2～23．6）

　　13．1
（36．1～23．0）

　　5．4
（18．6～13．2）

　　13．2
（9．4～一3．8）

　　13．1
（11．6～一1．5）

　　12．2
（35．9～23．7）

　　12．2
（36．2～24．0）

12．8
（11．3～一1．5）

11．7
（34．2～22．5）

5．1

（28．3～23．2）

14．4
（10．4～一4．0）

8．7

（32。8～24．1）

　　9．1
（33．2～24．1）

最高気温時

風　向

WSW
ESE

S

NNE

SSW

E

NE

W
E

WSW
SW

WNW
SSE

NNE

NW
NE

ENE

風　力
（m／sec）

2．6

2．O

5．4

2．5

0．0

2．4

1．7

6．3

0．7

O．2

2．6

2．0

1．3

4．8

8．9

3．6

2．4

0．2

最低気温時

風　向

ENE

SW

SSW

E

ENE

NE

E

SW

W
SSE

NNE

NW
NE

NE

風　力
（m／sec）

1．7

0．0

2．8

0．O

0．0

O．4

0．0

O．1

1．1

O．9

2．2

2．4

0．2

2．8

1．1

0．7

0．3

2．6

第2表　全観測日における各日較差の最大，最小

」X、悔大・c）
気温日較差
湖岸気温日較差

露場気温日較差

5．4

13．6

14．6

最　小　（。C）

1．0

3．8

5．1

第3表 夏冬の晴天日における平均日較差，
平均日較差の差

および

＼
＼
1 A・C）IBec）1C・C）IC－B・C）

夏

冬

3．3

1．9

り．4

12．2

11．7

13．6

2．3

1．4

ぐ雛購縄誌湖岸気温の平均日較差）

1964年7月

2）湖岸の日較差は，露場の日較差に比して，ほとんどが

小さな値を示し，最大値で1．0。C，最小値で1・3。Cの

差を生じている．3）夏の晴天の日は，冬の晴天の日に

比して，水温の日較差は1・4。C大ぎいが，気温の日較差

は逆に冬の方が湖岸で2．8。C，露場で1．90C大きい．

また，湖岸と露場との日較差の差は夏の方が冬に比して

0．90C大きい．4）湖岸と露場との日較差の差は水温の

日較差に比例して変化する．

　以上の事実から熱容量の大きい湖水の日較差はきわめ

て小さく，湖岸気温の日較差が露場気温の日較差に比し

て小さな値を示しており，また，湖岸と露場との気温差

が水温の変化の大きさに比例して変化するといういずれ

からも湖水による気温への影響は明確に示されているこ

とがわかった．
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　（2）　平均気温について

　（1）と同様に観測回数を多く得た夏冬の晴天の日のデ

ータを用いた．平均値の算出にあたっては，比嘉政雄氏

（昭和4年）1）の真の平均気温丁鵠を，最高・最低気温

の平均値丁1および午前10時の気温丁10を用いて

　　　　Tm＝αT、＋βT、。

で表わし，本邦全体について各月のα，βの値を最小自

乗法で定め，得られた1月（α：0・98，β：0・0003），7月

（α：0．99，β：一〇．11）を用いて算出し第4表を得た．

この表からわかるように，夏の晴天の日における平均気

第4表　夏冬における湖岸と露場の平均気温

　　　　　　　　（地上1。2mのデータによる）

（磁，翻（夏）（顯蜘㈱繍）（旬嘩嬬）
附
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冬
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B　（。C）
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4．8

C　（OC）

　0．5

－0．6

（A：露場平均気温，B：湖岸平均気温）

温は露場が湖岸に比して0．50C高く，冬の晴天の日に

おける平均気温は逆に湖岸が露場に比して0．60C高い．

　以上のことから，晴天の日においては，夏の湖岸は涼

しく，冬の湖岸は暖かいという湖水による気温への影響

を明確に示している．

　（3）　湖岸と露場との各高度における気温について

　湖岸と露場との各高度における気温差については，本

研究頭初よりの着眼点としたものであり，（1）と同様に

夏冬の晴天の日のデータおよび各天候の状態における代

表的なデータ（いずれも最高気温の起時と最低気温の起

時の前後3時間の平均値）をもとにして第2図，さらに

地面付近の気温傾度を表わす意味で第3図を作成した．

なお，本考察においては，地表面の状態の影響の大きい

Ocmの気温については考慮外としてすすめた．

　1）晴天の日における最高気温時は，各高度とも夏は

平均20C，最高3～4。C湖岸に比して露場が高温であ

る．しかし，冬は平均値としてはあまりはっきりした両

地点の気温差は認められないが，第2図（2）にみられる

ごとく観測日により湖岸と露場との気温差が全く逆の場

合がある．2）晴天の日における最低気温時は，夏冬を

問わず約10Cいずれも湖岸が高温である．3）イ．晴

天の日における地表1．2m内における気温の垂直分布型

は，最高気温時は夏冬ともに逓減し，最低気温時は，夏

冬を問わず逆転している．ロ．最高気温時における気温

傾度は，露場，湖岸ともに夏は冬に比して大きく，また

夏は露場が湖岸に比してやや大きいが，冬は逆に湖岸が

第2図（1）　夏冬の晴天日における湖岸と露場と

　　　　　　の高度別気温差
　　〔グラフは（露場気温）一（湖岸気温）による〕
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第2図（2）　湖岸と露場との高度別気温差
　〔グラフは（露場気温）一（湖岸気温）による〕

露場に比して大きい．ハ．最低気温時における気温傾度

は，露場においては夏は冬に比して大きく，湖岸におい

ては逆に冬が夏に比して大きい．一方夏は露場が湖岸に

比してやや大きいが，冬は逆に湖岸が露場に比してやや

大きい．

越（東フ ㊨ 頃）
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第3図　夏冬の晴天日における地表面付近における、

　　　　気温傾度

　　　　（X印は各観測日の各高度における1．2m．

　　　　との気温差の平均値を示す）
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　以上の諸考察から湖水による気温への影響は夏はもち

ろんのこと冬の最低気温時にもはっぎりとあらわれ，こ

れは気温傾度にもみられるが，冬の最高気温時には観測

日により湖岸と露場との気温差が全く逆の場合がみられ

るので，試みに両観測日（第2図（2）にある）を比較検

討する意味で第5表を作成した．この表によるとa，b，

c・dのいずれも両者全く同じ傾向を示し，目立った差異

は認められず，結局夏に比して日射のはるかに弱い冬は

風向，風力が大きな役割を果たすものと考えられる．

　第5表　34・12・24～25と36．12．29～30の両観測日

　　　　　における諸要素の比較
　　　　　　　　（気温は1．2mのデータによる．）

～＿ ＼一

＼
34．12．24～25 36．12．29～30

251

　　　　　　　　　　　　　　　α5
　　～O　　　　　L。形

　　　　　　　　　　　　　　　　渉／警

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　（0ぱ8・5℃志示す）

a．水温の日較差
　　　　　　　（。C）

b．湖岸気温の日較差
　　　　　　　（。C）

c．露場気温の日較差
　　　　　　　（。C）
d・（湖岸最高気温）一
　（最高水温）　（℃）

e．最高気温時におけ
　る風向
f．最高気温時におけ
　る風力　（m／sec）

　　1．7
（6．6～4．q）

　12．2
（9．8～一2．4）

　13．2
（9．4～一3．8）

3．2

W
0．7

　　1．9
（6．1～4．2）

　12．5
（9．5～一3．0）

　　14．4
（10．4～一4．0）

3．4

NW
3．6

　　　　〔かっこ内は（最高気温～最低気温）を示す〕

　なお，夏の雨天，曇天の日については，データが少な

くはっきりと結論を下せないが，第2図（2）によると雨

天の日は湖岸と露揚との気温差は各高度ともほとんどな

く，曇天の日は雨天と晴天の日との中間的な状態を示す

ものと推論される．

　前記のごとく22点による水平分布を主眼とした観測

　（4）　気温の水平分布について

第4図（2）　昭和36年12月30日午後2時（最高気温

　　　　　　時）における等温線
　（天気：快晴，風向：NW，風力：3．6m／sec）

誌

イ、0

0

・襲慈，

題・籔襲魏
　　　　　　　餐礁劃

　　　　　　　　　　　　、累0ノ！　　■　！

（鱒23～℃き示ず）

第5図（1）　昭和26年7月24日午前5時（最低気温

　　　　　　時）における等温線
　（天気：快晴，風向：SSE，風力：2．2m／sec）

＼
0、5

0

　　　　　　　　　　　，0

　　　　　　　　　　　　　　’、、，！ノン！吻

　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　’ノ／　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　！ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　σ・5
　　　　　　　（0ほ31、o聴示す）

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　」
　　　　　　　　　　　　　　　！

（0は一ユ0。Cぎ示す）

第4図（1）　昭和36年7月24日午後2時（最高気温

　　　　　　時）における等温線

　　（天気：晴，風向：S，風力：2．Om／sec）

1964年7月

第5図（2）　昭和36年12月30日午前6時（最低気温

　　　　　　時）における等温線
　（天気：快晴，風向：NW．風力：0．7m／sec）
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252 茨城県麻生付近における気温の小気候調査

は，わずか2か年で5回のデータのみで，しかも小地域

という点から雨天，曇天でははっきりした差異が認めら

れず，夏冬の晴天の日の代表的なものを選び，最高気温

時と最低気温時における等温線を引ぎ，第4図，第5図

を得た．この両図から次のことがわかる．

　1）等温線の一般的な傾向は，湖岸線に平行に，しかも

市街地を取り囲むように走っている．2）最高気温時に

は，夏冬ともに市街地の中央部に湖岸に比して2～3。C

の高温域がみられ，その気温傾度は夏の方がやや大き

い．　3）最低気温時には，夏冬ともに市街地の中央部に

湖岸に比して1．5。Cの低温域がみられる．

　以上の事実から本地域における気温の水平分布は，最

高気温時は湖岸が低く，最低気温時には逆に湖岸が高い

という湖水による気温への緩和作用を如実に示してお

り，明らかに湖岸気候2）の形をとっている．・一方，最高

気温時には市街地に高温域がみらられ，最低気温時には

これと全く逆の現象がみられるが，これは市街地が周辺

域と比較すると建造物により風速が弱まることや，街路

や家屋の屋根など周辺域と違ってセメント，アスファル

ト，礫，石などでおおわれている部分が多く，地表面の

状態が周辺域と違うからであろう．ただし，この都市気

候的な現象が最高気温分布にだけ現われ，最低気温分布

には現われないで，むしろ集落の中心部が低温なことは

非常に興味がある．従来まったく得られていなかった湖

岸における集落の中と外の最低気温時の特性を明らかに

することがでぎたものと考える．

　4．　あとがき

　本研究をとおして，初期の目標であった霞が浦湖畔に

ある本地域の気温が，湖水から受ける影響は顕著である

ことが明確となった．湖岸からわずか300～400m離れ

た地域が，最高気温時で3～4。C高く，最低気温時で

1～1．5。C低く，これだけの差異を生じていることをみ

ても湖水による影響の大きさを如実に示すものである．

　しか’しながら，風の条件，日射などから老慮して百葉

箱の中と同じような条件下における同時観測が好ましく

考えられ，その観測と本観測との比較研究，また四季，

天候などあらゆる条件下における観測，さらには風向，

風力との関係など，今後に残された問題は数多くある．

それらを逐次究明し，次の機会に発表してゆぎたい．

　終りに臨み，この研究に対して終始懇切なる指導と激

励を与えてくだされ，また，本稿の閲読をいただいた東

京教育大吉野正敏氏，水戸地方気象台進藤勉氏，茨城県

立下館第一高等学校津田正志氏，茨城県理科教育センタ

ー玉村幹雄氏ならびに本研究をすすめるにあたって常に

観測に協力してくださった茨城県立麻生高等学校科学ク

ラブの諸君のご厚意に対し深く感謝の意を表する次第で

す．
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高層大気の名前
　大気圏は幾っかに分けられ，電離圏，成層圏など・呼

ばれていましたが，これら大気圏の区分の佳方やその名

称は人によって違っていました．（北岡竜海氏著の「高

層気象学」にはこれらの分け方の代表的なものが記載さ

れています。）このため，国際的会議では混乱を起すの

で，WMOのCAe（高層気象委員会）では用語に関する
専間委員会（ワーキソグ・グループ）を作って，次のよ

うに大気圏の区分とその名称をきめ，これはWMO総
会でも認められました．

　気象学上の目的のためには，次の幅広い定義を採用す

べきである．

（a）Stratosphere：気温が一般に高さと共に高くなる

　領域（toropopauseとstratopauseとの間にある）
（b）Stratopause：成層圏上部の逆転層の上面（通例地

　上50～55kmにある）
（c）Mesosphere：気温が一般に高さとともに低くなっ

　ている領域（stratopauseと　mesopauSeとの間に

　ある）
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（d）　Mesopause：mesosphereのトップにある逆転の

　底面（通例地上80～85kmにある）．

（e）Themosphere：mesopauseの上に位置し気温が
　一般に高さとともに高くなっている領域．

WMOでぎめた名称は英語であって，これを日本語で
どう訳すかは，国内的な間題である．これらに対する気

象用語で現在比較的よく使われているのは次のようなも

のである．

　（a）Stratosphere＝成層圏　　（b）Stratopause＝成

　　層止面　　（c）Mesosphere＝中間圏
　（d） 　Mesopause＝中間止面　（e）Thermosphere＝

　　温度圏，熱圏
　これらの気象学用語，およびこの他の次のような関連

用語
　（f）Troposphere二対流圏　　（9）Tropopause＝圏

　　界面，対流止面，止対流面　　（h）　Exosphere＝

　　外気圏，外圏
　は日本気象学会としてきめることが望ましい．

、天気”11．7．


